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(57)【要約】
【課題】組み合わせ式カッターナイフを提供する。
【解決手段】第１収容溝と、第１開口部と、２つの延在
セクションとを含む、第１開口部と第１収容溝とを連絡
し、２つの延在セクションが第１開口部の遠端方向に延
在し、２つの延在セクションは、それぞれ第１係合部を
有する第１ケーシングと、第１ケーシングに組み付けて
いて、かつ、第２収容溝と、第３開口部と、２つの第２
係合部とを含む、第３開口部をそれぞれ第２収容溝に連
絡し、２つの第２係合部が第２収容溝の反対の両側に位
置し、第１収容溝と、第２収容溝とを互いに連絡し、２
つの延在セクションが第２収容溝に延在し、２つの第２
係合部を２つの第１係合部に締結する第２ケーシングと
、摺動自在に第１収容溝と、第２収容溝に設けていて、
かつ、ナイフ格納部と、突起段とを含む、ナイフ格納部
にブレードを収容でき、かつ、選択により第１開口部よ
り突き出し、突起段が係る第３開口部を通して伸ばすス
ライドカッターナイフシートと、を備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組み合わせ式カッターナイフであって、
　第１収容溝と、第１開口部と、２つの延在セクションと、を含む、前記第１開口部と第
１収容溝を連絡して、前記２つの延在セクションが前記第１開口部を離れる方向に延在し
ており、前記２つの延在セクションは、それぞれ第１係合部を有する第１ケーシングと、
　前記第１ケーシングに組み付けていて、かつ、第２収容溝と、第３開口部と、２つの第
２係合部とを含む、前記第３開口部と前記第２収容溝を連絡し、前記２つの第２係合部が
前記第２収容溝の反対の両側に位置し、前記第１収容溝と、前記第２収容溝とを互いに連
絡していて、かつ、前記２つの延在セクションが前記第２収容溝に延ばしており、前記２
つの第２係合部のうちの一つが前記２つの第１係合部のうちの一つに係合し、もう一つの
前記第２係合部がもう一つの前記係合部に係合する第２ケーシングと、
　摺動自在に前記第１収容溝と、前記第２収容溝に設けていて、かつ、ナイフ格納部と、
突起段とを含む、前記ナイフ格納部によって、ブレードを収容し、かつ、選択により、前
記第１ケーシングの前記第１開口部より突き出すことができ、前記突起段が前記第２ケー
シングの前記第３開口部を通すスライドカッターナイフシートと、を備えることを特徴と
する、組み合わせ式カッターナイフ。
【請求項２】
　前記第１ケーシングは、第１ガイドレールと、突起セクションとを含む、前記第１ガイ
ドレールを前記第１収容溝に設けていて、かつ、前記第１開口部に向かって延在して、前
記第１ケーシングより突き出す、前記突起セクションを前記第１ケーシングが前記第１開
口部の付近端に設けていて、かつ、前記第１ケーシングより突き出し、前記第１ケーシン
グの２つの延在セクションは、それぞれ第１摺動部を有し、前記第２ケーシングは、２つ
の第２開口部を含む、前記第２開口部をそれぞれ前記第２収容溝に連絡し、スライダーを
滑り移動自在に、前記第２ケーシングに貼り付けていて、かつ、２つの第２摺動部と、ブ
ッシング部とを含む、前記ブッシング部が前記２つの第２摺動部の間に位置し、前記２つ
の第１摺動部のうちの一つを前記２つの第２開口部のうちの一つに突き出して、かつ、前
記２つの第２摺動部のうちの一つと互いに滑り移動できるように接続し、もう一つの前記
第１摺動部を前記もう一つ第２開口部に突き出していて、かつ、前記もう一つの第２摺動
部と互いに滑り移動できるように接続し、前記ブッシング部を前記スライドカッターナイ
フシートの突起段に装着し、第３ケーシングを離脱自在に前記第１ケーシング接続してい
て、かつ、誘導溝と、収容溝と、カッターナイフ孔部とを含む、前記誘導溝と、前記収容
溝を互いに連絡し、前記カッターナイフ孔部を前記第３ケーシングに通して、かつ、前記
収容溝に連絡し、前記第１ガイドレールを前記誘導溝に延ばし、前記突起セクションを前
記該収容溝に延ばし、前記誘導溝と、前記該収容溝が前記第１開口部を介して、前記第１
収容溝に連絡していて、前記スライドカッターナイフシートのナイフ格納部を前記第１ガ
イドレールと、前記誘導溝に伸ばして、かつ、選択により、前記収容溝に伸ばすことによ
って、前記ナイフ格納部に収容する前記ブレードが前記スライドカッターナイフシートの
滑り移動によって、前記カッターナイフ孔部より突き出すことを特徴とする、請求項１記
載の組み合わせ式カッターナイフ。
【請求項３】
　前記スライドカッターナイフシートは、スライドセクションと、延伸柱とを含む、前記
スライドセクションが前記ナイフ格納部と、前記突起段に接続していて、かつ、前記ナイ
フ格納部を離れる方向に延在しており、前記延伸柱を前記スライドセクションが前記突起
段の遠端に設けられ、前記第１ガイドレールは、２つのプレートセクションと、一つの係
止部とを有し、前記２つのプレートセクションが互いに平行していて、かつ、前記第１収
容溝に設けられ、前記係止部が前記２つのプレートセクションの間に位置していて、かつ
、それぞれ前記２つのプレートセクションに接続し、前記延伸柱が前記２つのプレートセ
クションの間に位置し、前記第２ケーシングは、第２ガイドレールを含む、前記第２ガイ
ドレールを前記第２収容溝に設け、前記第２ガイドレールは、２つの延伸プレートを有し
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、前記２つの延伸プレートが互いに平行しており、前記スライドセクションを滑り移動自
在に前記２つのプレートセクションと、前記２つの延伸プレートに貼り付けられ、前記ナ
イフ格納部が前記第２ケーシングの付近側が前記２つの延伸プレートの間に位置し、前記
スライドカッターナイフシートのナイフ格納部が離脱自在に前記係止部当接することを特
徴とする、請求項２記載の組み合わせ式カッターナイフ。
【請求項４】
　前記第１ガイドレールは、締結セクションと、第１締結部とを有し、前記締結セクショ
ンを前記第１ケーシングに突き出し、前記第１締結部を前記締結セクションが前記第１ケ
ーシングの付近端に設けていて、かつ、前記突起セクションを離れており、前記第１ガイ
ドレールの前記締結セクションは、２つの突起プレート部と、一つのフランジ部を有し、
前記２つの突起プレート部が互いに平行しており、前記フランジ部を前記２つの突起プレ
ート部に接続していて、かつ、前記２つの突起プレート部のうちの一つに延在し、前記第
３ケーシングは、第２締結部と、２つの誘導プレートと、２つの固定プレートとを有し、
前記第２締結部を前記誘導溝が前記収容溝の遠端に設けられ、前記２つの誘導プレートが
前記誘導溝に位置していて、かつ、前記カッターナイフ孔部に向かって延在し、前記２つ
の誘導プレートが互いに平行しており、前記２つの位置決めプレートをそれぞれ前記２つ
の誘導プレートに接続していて、かつ、互いに離れる方向に向かって延在し、前記締結セ
クションを前記誘導溝に延ばし、前記第２締結部を離脱自在に前記第１締結部に締結し、
前記スライドカッターナイフシートのナイフ格納部が前記２つの突起プレート部の間に滑
り移動していて、かつ、前記２つの誘導プレートの間に向かって滑り移動し、前記２つの
位置決めプレートのうちの一つを滑り移動自在に前記２つの突起プレート部のうちの一つ
に貼り付け、もう一つの前記位置決めプレートを滑り移動自在に前記フランジ部に貼り付
けることを特徴とする、請求項２記載の組み合わせ式カッターナイフ。
【請求項５】
　前記第１ケーシングは第１把持部を有し、前記第１把持部を前記第１ケーシングが前記
第１開口部の遠端に設けていて、かつ、前記第１収容溝に沿って延在し、前記第１把持部
は、第１セクションと、第２セクションとを有し、前記第１把持部の第１セクションが前
記第１開口部と、前記第１把持部の第２セクションとの間に位置し、前記第１把持部の第
１セクションと、前記第１把持部の第２セクションとの間に角度を形成し、前記第１把持
部の第２セクションは、２つの第１締結部を有し、前記第２ケーシングは、第２把持部を
有し、前記第２把持部を前記第２ケーシングが前記第３開口部の遠端に設けていて、かつ
、前記第２収容溝に沿って延在し、前記第２把持部は、第１セクションと、第２セクショ
ンとを有し、前記第２把持部の前記第１セクションが前記第２把持部の前記第２セクショ
ンと、前記第３開口部との間に位置し、前記第２把持部の前記第１セクションと、前記第
２把持部の第２セクションとの間に、前記角度を形成し、前記第２把持部の前記第２セク
ションは、２つの第２締結部を有し、前記２つの第１締結部のうちの一つを前記２つの第
２締結部のうちの一つに締結し、もう一つの前記第１締結部をもう一つの前記第２締結部
に締結し、エンドキャップを離脱自在前記第１把持部が前記第１開口部の遠端と、前記第
２把持部が前記第３開口部の遠端に接続していて、かつ、収容部を含む、前記収容部を前
記第１収容溝と、前記第２収容溝に延ばし、前記収容部に前記ブレードを収容することを
特徴とする、請求項１ないし請求項４のいずれかの項に記載の組み合わせ式カッターナイ
フ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はカッターナイフに関し、特に素手で組み合わせることが組み合わせ式カッター
ナイフに関する。
【背景技術】
【０００２】
　中華民国特許第３５７６６９号（特許文献１）カッターナイフの高速組み付け構造によ
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れば、主に本体を有し、前記本体は、カッターナイフシートを滑り嵌めするための溝部と
、前記カッターナイフシートの押しボタンの突き出しと滑り嵌めに提供する案内溝と、前
記カッターナイフシートに固定することによって、前記押しボタンを操作し、ブレードを
前記本体に滑り込むまたは滑りだすブレードと、を備える。前記本体にカッターナイフシ
ートをセクションに分けて、前記本体の外面に突き出す固定装置を含む。前記本体は、２
つのケーシング半片を有し、ケーシングは、もう一つのケーシングの係止部と係止するた
めの係止部を有し、前記２つのケーシング半片の一端、特に先端部を素早く係合して固定
することができる。前記ケーシングの中間部が内側向きに当たり塊を突き出しており、前
記当たり塊は、係合溝と、傾斜誘導面とを有する。もう一つのケーシング中間部の側面に
凹み溝と、孔部と、切り込みとを設けており、前記中間部の上面と下面に２つの肩部を設
ける。ケーシングの凹み溝に滑り嵌め、肩部に係合する２つのフランジ部を設けることに
よって、ケーシングに滑り嵌められ、前記ケーシングから離脱を防ぐ一つのスライダーと
、係るスライダーはケーシングの孔部に伸ばす滑り駒を有し、係る滑り駒はスプリングの
支えに用いる突き棒を有し、係るスライダーをケーシングの係合溝に係合し、ケーシング
を固定するためのフック部をさらに有する。係るスプリングによって、フック部を圧迫し
係合溝に係合して置き、係る２つのケーシングを安定に固定させる。ケーシングの当たり
塊の傾斜誘導面に嵌め込むため、係るフック部に傾斜誘導面を設けられている。係るケー
シングの係合溝は、スプリングをケーシングへの嵌め込みに用いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中華民国特許第３５７６６９号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　組み立てるときは、ケーシングの係止部を係合することによって、２つのケーシングを
圧迫して係合させ、フック部の傾斜誘導面を当たり塊の傾斜誘導面に嵌め込み、スライダ
ーをスプリングに圧迫させ、フック部を当たり塊に滑り込んで、係合溝に噛み合わせる。
これにより、使用者は係る２つのケーシングを圧着させるだけで、フック部を当たり塊へ
容易に締結させて、高速に組み付けて結合できる。さらに、取り外すときは、使用者はス
ライダーをスプリングに圧迫して滑り移動させることによって、フック部を当たり塊から
離脱させ、２つのケーシングを高速、かつ、簡単に分離できる。
【０００５】
　前述カッターナイフにおいて、スプリングをフック部に圧迫させるだけで、係合溝に噛
みあわせられ、物品を裁断するときに力量をカッターナイフに加えて、スプリングに弾性
疲労が発生すると、フック部が外力によって係合溝を離脱して、カッターナイフが分離さ
れ、危険を引き起こす恐れがある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明で解決したい課題は、物品を裁断するときに力量をカッターナイフに加えて、ス
プリングに弾性疲労が発生すると、フック部が外力によって係合溝を離脱して、カッター
ナイフが分離され、危険を引き起こす恐れがある点である。
【０００７】
　本発明の組み合わせ式カッターナイフは、第１収容溝と、第１開口部と、２つの延在セ
クションとを含む、係る第１開口部と第１収容溝とを連絡し、係る２つの延在セクション
が第１開口部の遠端方向に延在し、２つの延在セクションは、それぞれ第１係合部を有す
る第１ケーシングと、
【０００８】
　第１ケーシングに組み付けていて、かつ、第２収容溝と、第３開口部と、２つの第２係
合部とを含む、第３開口部をそれぞれ第２収容溝に連絡し、２つの第２係合部が第２収容
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溝の反対の両側に位置し、第１収容溝と、第２収容溝とを互いに連絡し、２つの延在セク
ションを第２収容溝に延在し、２つの第２係合部のうちの一つを２つの第１係合部のうち
の一つに締結し、もう一つの第２係合部をもう一つの係合部に係合する第２ケーシングと
、
【０００９】
　摺動自在に第１収容溝と、第２収容溝に設けていて、かつ、ナイフ格納部と、突起段と
を含む、ナイフ格納部にブレードを収容でき、かつ、選択により第１開口部より突き出し
、突起段が係る第３開口部を通して伸ばすスライドカッターナイフシートと、を備える。
【００１０】
　組立人員は、素手で第１ケーシングと、第２ケーシングと、スライドカッターナイフシ
ートとを組み立てることができる。係るスライドカッターナイフシートが第１ケーシング
と、第２ケーシングとの間に位置し、係る２つの第２係合部のうちの一つを２つの第１係
合部のうちの一つに係合し、もう一つの第２係合部をもう一つの第１係合部に締結し、係
る２つの第１摺動部のうちの一つを２つの第２開口部のうちの一つより突き出し、もう一
つの第１摺動部をもう一つの第２開口部より突き出すことによって、第１ケーシングと、
第２ケーシングと、スライドカッターナイフシートとを互いに固定して係合される。使用
者が組み合わせ式カッターナイフに力量を加わると、各部品の連結構造によって、組み合
わせ式カッターナイフは外力によって分離されず、安全性を有する。
【発明の効果】
【００１１】
　以下の説明から、本発明の組み合わせ式カッターナイフは、以下の長所を有する。
【００１２】
１．係る組み合わせ式カッターナイフの組立フローとして、まず、スライドカッターナイ
フシート３０を第１ケーシング１０の第１収容溝１１に取り付けて、ナイフ格納部３１が
２つの突起プレート部１４１１の間に位置すると共に、係止部１４４に貼り付けていて、
係るスライドセクション３３を２つのプレートセクション１４２に貼り付けて、Ｚ軸に沿
った一端と、係止部１４４がＺ軸に沿った一端とを貼り付けて、係る延伸柱３４が２つの
プレートセクション１４２の間に位置されている。引き続き、第２ケーシング２０を第１
ケーシング１０に取り付けることによって、第１収容溝１１と、第２収容溝２１と互いに
連絡させ、ナイフ格納部３１が２つの第２ガイドレール２５の２つの延伸プレート２５１
の間に収容し、係る２つの延伸プレート２５１がＺ軸を沿った一端をスライドセクション
３３に貼り付け、突起段３２を第２ケーシング２０の第３開口部２３に通して、第１ケー
シング１０の２つの第１係合部１３１をそれぞれ第２ケーシング２０の第２係合部２４に
締結し、第１ケーシング１０の２つの第１摺動部１３２を第２ケーシング２０の２つの第
２開口部２２に通して、かつ、第１ケーシング１０の２つの第１締結部１６２１を第２ケ
ーシング２０の２つの第２締結部２６２１に締結させる。引き続き、スライダー４０のブ
ッシング部４２をスライドカッターナイフシート３０の突起段３２に装着し、スライダー
４０の２つの第２摺動部４１を滑り移動自在に第１ケーシング１０の２つの第１摺動部１
３２に締結する。さらに、第３ケーシング５０を離脱自在に第１ケーシング１０取り付け
、第１ガイドレール１４の締結セクション１４１を第３ケーシング５０の誘導溝５１に伸
ばし、かつ、第１ケーシング１０の突起セクション１５を第３ケーシング５０の収容溝５
２に伸ばし、２つの位置決めプレート５６のうちの一つを第１ケーシング１０の２つの突
起プレート部１４１１のうちの一つに貼り付け、もう一つの位置決めプレート５６を第１
ケーシング１０のフランジ部１４１２に貼り付ける、第３ケーシング５０の第２締結部５
４を離脱自在に第１ケーシング１０の第１締結部１４３に締結する。最後に、エンドキャ
ップ６０を離脱自在に第１把持部１６の第２セクション１６２が第１セクション１６１の
遠端と、第２把持部２６の第２セクション２６２が第１セクション２６１の遠端に接続し
、収容部６１を第１収容溝１１と、第２収容溝２１に伸ばす。組立人員は、機械で補助す
ることなしに、素手で係る組み合わせ式カッターナイフの各部品を組み合わせることがで
き、組立コストを軽減できる。
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【００１３】
２．組み合わせ式カッターナイフが第１位置にいるとき、係るスライドカッターナイフシ
ート３０のナイフ格納部３１が第１ケーシング１０の係止部１４４に当接し、係るスライ
ダー４０は、第２ケーシング２０が第３開口部２３の第２把持部２６の付近端に位置し、
ナイフ格納部３１に収容するブレードＢが第１ケーシング１０の第１収容溝１１と、第２
ケーシング２０の第２収容溝２１と、第３ケーシング５０の誘導溝５１に収容される。係
る組み合わせ式カッターナイフが第２位置にいるとき、係るスライドカッターナイフシー
ト３０のナイフ格納部３１が第３ケーシング５０の２つの誘導プレート５５の間に滑り移
動して、かつ、収容溝５２に伸ばしており、係るスライダー４０は、第２ケーシング２０
の第３開口部２３が第２把持部２６の遠端に位置し、係るナイフ格納部３１に収容するブ
レードＢが第３ケーシング５０のカッターナイフ孔部５３に伸ばしており、使用者が第２
位置にある組み合わせ式カッターナイフを用いて、物品をカットすることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の組み合わせ式カッターナイフによる立体外観図である。
【図２】本発明の組み合わせ式カッターナイフによる立体分解図である。
【図３】本発明の組み合わせ式カッターナイフもう一つの視角から取った立体分解図であ
る。
【図４】図１より取った断面図であり、組み合わせ式カッターナイフが第１位置に位置す
ることを示す図である。
【図５】本考案の図４の５－５線の断面構造図である。
【図６】本考案の図４の６－６線の断面構造図である。
【図７】図４の引き続きであり、組み合わせ式カッターナイフが第２位置に位置すること
を表す図である。
【発明を実施するための形態】
【実施例】
【００１５】
　図１ないし図３を参照する。本発明の組み合わせ式カッターナイフは、第１ケーシング
１０と、第２ケーシング２０と、スライドカッターナイフシート３０と、スライダー４０
と、第３ケーシング５０と、エンドキャップ６０と、を備える。係るスライドカッターナ
イフシート３０を第１ケーシング１０の内部に取り付け、第１ケーシング１０と、第２ケ
ーシング２０とを互いに組み付けることによって、スライドカッターナイフシート３０を
第１ケーシング１０と、第２ケーシング２０との間に収容され、かつ、第１ケーシング１
０と、第２ケーシング２０に対して滑り移動できる。スライダー４０を滑り移動自在に第
２ケーシング２０に貼り付けて、かつ、滑り移動自在に第１ケーシング１０に接続し、ス
ライダー４０をスライドカッターナイフシート３０に接続し、係る第３ケーシング５０を
離脱自在に第１ケーシング１０に組み付け、スライドカッターナイフシート３０が第１ケ
ーシング１０と、第２ケーシング２０と、第３ケーシング５０との間に位置し、係るエン
ドキャップ６０を離脱自在に第１ケーシング１０が第３ケーシング５０の遠端と、第２ケ
ーシング２０が第３ケーシング５０の遠端に取り付け、係るスライドカッターナイフシー
ト３０にブレードＢを取り付け、エンドキャップ６０にブレードＢを収容する。使用者が
スライダー４０を押し込むことによって、スライドカッターナイフシート３０を連動し、
第１ケーシング１０と、第２ケーシング２０に対して滑り移動させ、スライドカッターナ
イフシート３０が第３ケーシング５０に向かって滑り移動することによって、ブレードＢ
を第３ケーシング５０に通して、ブレードＢを第３ケーシング５０より突き出せる。
【００１６】
　図２ないし図６を参照する。係る第１ケーシング１０は、第１収容溝１１と、第１開口
部１２と、２つの延在セクション１３と、一つの第１ガイドレール１４と、突起セクショ
ン１５と、第１把持部１６と、を含む。係る第１収容溝１１を第１ケーシング１０がＺ軸
に沿う一側に位置し、係る第１開口部１２を第１ケーシング１０が第１収容溝１１の反対
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側に位置していて、かつ、第１収容溝１１に連絡され、係る２つの延在セクション１３を
それぞれ第１ケーシング１０が第１収容溝１１の付近場所でＹ軸に沿って反対の両側に設
けていて、かつ、第１開口部１２の遠端方向に延在し、係る第１ガイドレール１４を第１
収容溝１１に設けていて、かつ、Ｘ軸に沿って、第１開口部１２に向かって延在して、第
１ケーシング１０より突き出し、係る突起セクション１５を第１ケーシング１０が第１開
口部１２の隣接端に設けていて、かつ、Ｘ軸に沿って、第１ケーシング１０より突き出し
、係る第１把持部１６を第１ケーシング１０が第１開口部１２の遠端に設けていて、かつ
、第１収容溝１１に沿って延在する。
【００１７】
　係る２つの延在セクション１３がそれぞれ第１収容溝１１の遠端側に、第１係合部１３
１と、第１摺動部１３２とを有し、各第１係合部１３１は、各突起伸長セクション１３が
第１開口部１２の付近端に位置し、各第１摺動部１３２は、各突起伸長セクション１３が
第１開口部１２の遠端に位置する。本実施例において、各第１係合部１３１は凹み溝であ
り、かつ、Ｘ軸にそって延在しており、各第１摺動部１３２がフック状を形成していて、
かつ、Ｘ軸に沿って延在されている。
【００１８】
　係る第１ガイドレール１４は、締結セクション１４１と、２つのプレートセクション１
４２と、第１締結部１４３と、係止部１４４とを含む、係る締結セクション１４１と、係
る２つのプレートセクション１４２は、それぞれ第１ガイドレール１４がＸ軸に沿って反
対の両端に位置し、係る締結セクション１４１を第１ケーシング１０より突き出す。係る
２つのプレートセクション１４２を第１収容溝１１に設けていて、かつ、互いに平行され
ている。係る第１締結部１４３を締結セクション１４１が第１ケーシング１０の付近端に
設けて、かつ、係る突起セクション１５と離れている。係る係止部１４４が２つのプレー
トセクション１４２との間に位置していて、かつ、Ｙ軸に沿って延在し、２つのプレート
セクション１４２と接続される。本実施例において、係る第１締結部１４３がＹ軸に垂直
する断面が弧形を形成し、かつ、Ｙ軸に沿って延在されている。係る締結セクション１４
１に２つの突起プレート部１４１１と、一つのフランジ部１４１２とを有し、係る２つの
突起プレート部１４１１が互いに平行していて、かつ、係る２つの突起プレート部１４１
１がＸ軸に沿って延在し、係る係止部１４４に接続される。係るフランジ部１４１２は、
２つの突起プレート部１４１１がＺ軸に沿った一端に位置し、かつ、Ｙ軸に沿って係る２
つの突起プレート部１４１１のうちの一側に突き出す。
【００１９】
　係る第１把持部１６は、第１セクション１６１と、第２セクション１６２とを有し、係
る第１セクション１６１が第１開口部１２と、第２セクション１６２との間に位置し、係
る第１セクション１６１と、第２セクション１６２との間に角度Ａを形成し、係る角度Ａ
の範囲は１５０～１６０度である。第２セクション１６２は、２つの第１締結部１６２１
を有し、係る２つの第１締結部１６２１は、第１収容溝１１の付近場所がＹ軸に沿って反
対の両側に位置する。本実施例において、係る２つの第１締結部１６２１がフック状を形
成されている。
【００２０】
　係る第２ケーシング２０は、第２収容溝２１と、２つの第２開口部２２と、一つの第３
開口部２３と、２つの第２係合部２４と、一つの第２ガイドレール２５と、第２把持部２
６と、を含む。係る第２収容溝２１を第２ケーシング２０がＺ軸に沿う一側に設け、係る
２つの第２開口部２２と、第３開口部２３とを第２ケーシング２０が第２収容溝２１の反
対側に設けていて、かつ、それぞれ第２収容溝２１に連絡し、係る２つの第２開口部２２
と、第３開口部２３がＹ軸に沿って配列していて、かつ、それぞれＸ軸に沿って延在され
、係る第３開口部２３が２つの第２開口部２２との間に位置し、係る２つの第２係合部２
４をそれぞれ第２ケーシング２０が第２収容溝２１の付近場所のＹ軸に沿って反対の両側
に位置し、係る第２把持部２６を第２ケーシング２０が第３開口部２３の遠端に設けてい
て、かつ、第２収容溝２１に沿って延在されている。本実施例において、係る２つの第２
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係合部２４がそれぞれフック状を形成して、Ｘ軸に沿って延在されている。
【００２１】
　係る第２ケーシング２０を第１ケーシング１０に組み付け、係る第１収容溝１１と、第
２収容溝２１と互いに連絡していて、かつ、２つの延在セクション１３が第２収容溝２１
に伸ばしており、係る２つの第２係合部２４のうちの一つを２つの第１係合部１３１のう
ちの一つに係合し、もう一つの第２係合部２４をもう一つの第１係合部１３１に係合し、
２つの第１摺動部１３２のうちの一つを２つの第２開口部２２のうちの一つ係合し、もう
一つの第１摺動部１３２をもう一つの第２開口部２２に係合し、係る第２把持部２６を第
１把持部１６に貼付け、係る第１把持部１６と、第２把持部２６が使用者の把持に用いる
。
【００２２】
　係る第２ガイドレール２５は、２つの延伸プレート２５１を有し、係る２つの延伸プレ
ート２５１がそれぞれＸ軸に沿って延在し、互いに平行されている。係る２つの延伸プレ
ート２５１のうちの一つが２つの第２開口部２２のうちの一つと、第３開口部２３との間
に位置し、もう一つの延伸プレート２５１がもう一つの第２開口部２２と、第３開口部２
３との間に位置する。係る第２把持部２６は、第１セクション２６１と、第２セクション
２６２とを有し、係る第１セクション２６１が第３開口部２３と、第２セクション２６２
との間に位置する。係る第１セクション２６１と、第２セクション２６２との間に角度Ａ
を形成されている。係る第２セクション２６２は２つの第２締結部２６２１を有し、係る
２つの第２締結部２６２１は、第２収容溝２１の付近場所がＹ軸に沿って反対の両側に位
置し、係る２つの第１締結部１６２１を２つの第２締結部２６２１に係合されている。本
実施例において、係る２つの第２締結部２６２１は凹み溝である。
【００２３】
　係るスライドカッターナイフシート３０は、ナイフ格納部３１と、突起段３２と、スラ
イドセクション３３と、延伸柱３４とを含む。係るナイフ格納部３１と、スライドセクシ
ョン３３は、それぞれスライドカッターナイフシート３０がＸ軸に沿って反対の両側に位
置し、係る突起段３２がナイフ格納部３１と、スライドセクション３３との間に位置し、
突起段３２がＺ軸に沿って延在し、係る延伸柱３４をスライドセクション３３がナイフ格
納部３１の遠端に設け、係る延伸柱３４が突起段３２の延在方向と反対する方向に延ばさ
れている。本実施例において、係るスライドセクション３３がＸ軸に垂直する断面は、突
起状を形成されている。
【００２４】
　係るスライドカッターナイフシート３０は、第１ガイドレール１４と、第２ガイドレー
ル２５の誘導により、Ｘ軸に沿って、第１収容溝１１と、第２収容溝２１との間で滑り移
動し、係るナイフ格納部３１は第１ケーシング１０の付近側が２つの突起プレート部１４
１１との間に位置し、係るナイフ格納部３１は、第２ケーシング２０の付近側が２つの延
伸プレート２５１との間に位置し、係るナイフ格納部３１が離脱自在に係止部１４４に当
接していて、係る突起段３２が第３開口部２３を通し、係るスライドセクション３３を滑
り移動自在に２つのプレートセクション１４２と、２つの延伸プレート２５１とを貼り付
け、係る延伸柱３４が２つのプレートセクション１４２との間に位置する。係る２つのプ
レートセクション１４２の間に弾性部材を収容し、弾性部材がそれぞれ弾性に延伸柱３４
と、係止部１４４とを当接することによって、ナイフ格納部３１を離脱自在に係止部１４
４に当接される。
【００２５】
　係るスライダー４０は、Ｘ軸に垂直する断面が逆Ｕ字を形成していてい、かつ、２つの
第２摺動部４１と、一つのブッシング部４２とを有し、係るブッシング部４２が２つの第
２摺動部４１の間に位置し、係る２つの第２摺動部４１がそれぞれ凹み溝を形成していて
、かつ、Ｘ軸に沿って延在し、係るブッシング部４２がＺ軸に沿って延在する。係るスラ
イダー４０を滑り移動自在に第２ケーシング２０に貼り付けていて、かつ、２つの第２摺
動部４１のうちの一つを滑り移動自在に２つの第１摺動部１３２のうちの一つに接続し、
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もう一つの第２摺動部４１を滑り移動自在にもう一つの第１摺動部１３２に接続し、係る
ブッシング部４２をスライドカッターナイフシート３０の突起段３２に装着されている。
【００２６】
　係る第３ケーシング５０は、誘導溝５１と、収容溝５２と、カッターナイフ孔部５３と
、第２締結部５４と、２つの誘導プレート５５と、２つの位置決めプレート５６とを含む
。係る誘導溝５１と、収容溝５２とを互いに連絡しており、係るカッターナイフ孔部５３
が第３ケーシング５０を貫通していて、かつ、収容溝５２に連絡し、係る第２締結部５４
は、誘導溝５１が収容溝５２の遠端に位置し、係る２つの誘導プレート５５が誘導溝５１
に位置していて、かつ、Ｘ軸に沿って、カッターナイフ孔部５３に向かって延在され、係
る２つの誘導プレート５５が互いに平行しており、係るカッターナイフ孔部５３が２つの
誘導プレート５５の間に位置し、係る２つの位置決めプレート５６をそれぞれ２つの誘導
プレート５５に接続していて、かつ、互いに離れる方向に延在しており、各位置決めプレ
ート５６が各誘導プレート５５に垂直されている。本実施例において、係る第２締結部５
４は、矩形の通り孔を形成して、かつ、第３ケーシング５０を貫通されている。
【００２７】
　係る第３ケーシング５０を離脱自在に第１ケーシング１０接続し、係る第１ガイドレー
ル１４の締結セクション１４１を誘導溝５１に延ばし、係る突起セクション１５を収容溝
５２に伸ばす、係る誘導溝５１と、収容溝５２が第１開口部１２を介して、第１収容溝１
１に連絡され、係る第２締結部５４を離脱自在に第１締結部１４３に締結し、係るナイフ
格納部３１が２つの誘導プレート５５の間に向かって滑り移動でき、係る２つの位置決め
プレート５６のうちの一つを滑り移動自在に２つの突起プレート部１４１１のうちの一つ
に貼り付け、もう一つの位置決めプレート５６を滑り移動自在にフランジ部１４１２に貼
り付け、係るナイフ格納部３１を第１ガイドレール１４と、誘導溝５１に滑設していて、
かつ、選択により、収容溝５２に伸ばすことによって、ナイフ格納部３１に収納されるブ
レードＢがスライドカッターナイフシート３０の滑り移動によって、カッターナイフ孔部
５３より繰り出せる。
【００２８】
　係るエンドキャップ６０を離脱自在に、第１把持部１６の第２セクション１６２が第１
セクション１６１の遠端と、第２把持部２６の第２セクション２６２が第１セクション２
６１の遠端に接続し、係るエンドキャップ６０は、収容部６１を有し、係る収容部６１を
第１収容溝１１と、第２収容溝２１に伸ばして、係る収容部６１にブレードＢを収容する
ことができる。
【００２９】
　引き続き、図４と、図７とを参照する。本発明の組み合わせ式カッターナイフは、第１
位置と、第２位置とを有する。組み合わせ式カッターナイフが第１位置にいるとき、係る
スライドカッターナイフシート３０のナイフ格納部３１が第１ケーシング１０の係止部１
４４に当接し、係るスライダー４０が第２ケーシング２０の第３開口部２３が第２把持部
２６の付に位置し、ナイフ格納部３１に収容するブレードＢが第１ケーシング１０の第１
収容溝１１と、第２ケーシング２０の第２収容溝２１と、第３ケーシング５０の誘導溝５
１に位置されている。係る組み合わせ式カッターナイフが第２位置にいるとき、係るスラ
イドカッターナイフシート３０のナイフ格納部３１が第３ケーシング５０の２つの誘導プ
レート５５の間に滑り移動して、かつ、収容溝５２に伸ばしており、係るスライダー４０
は、第２ケーシング２０の第３開口部２３が第２把持部２６の遠端に位置し、係るナイフ
格納部３１に収容するブレードＢが第３ケーシング５０のカッターナイフ孔部５３に伸ば
しており、使用者が第２位置にある組み合わせ式カッターナイフを用いて、物品をカット
することができる。
【符号の説明】
【００３０】
１０　　　第１ケーシング
１１　　　第１収容溝
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１２　　　第１開口部
１３　　　突起伸長セクション
１３１　　第１係合部
１３２　　第１摺動部
１４　　　第１ガイドレール
１４１　　締結セクション
１４１１　突起プレート部
１４１２　フランジ部
１４２　　プレートセクション
１４３　　第１締結部
１４４　　係止部
１５　　　突起セクション
１６　　　第１把持部
１６１　　第１セクション
１６２　　第２セクション
１６２１　第１締結部
２０　　　第２ケーシング
２１　　　第２収容溝
２２　　　第２開口部
２３　　　第３開口部
２４　　　第２係合部
２５　　　第２ガイドレール
２５１　　延伸プレート
２６　　　第２把持部
２６１　　第１セクション
２６２　　第２セクション
２６２１　第２締結部
３０　　　スライドカッターナイフシート
３１　　　ナイフ格納部
３２　　　突起段
３３　　　スライドセクション
３４　　　延伸柱
４０　　　スライダー
４１　　　第２摺動部
４２　　　ブッシング部
５０　　　第３ケーシング
５１　　　誘導溝
５２　　　収容溝
５３　　　カッターナイフ孔部
５４　　　第２締結部
５５　　　誘導プレート
５６　　　位置決めプレート
６０　　　エンドキャップ
６１　　　収容部
Ａ　　　　角度
Ｂ　　　　ブレード
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